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第１回審議会における資料要求事項について

事務局

1．下水道料金算定例の再説明について

前回資料の「Ⅵ、下水道財-政について」でご紹介した下水道料金算定例について、改め

てご説明します。

下水道料金で賄われる費用はおおまかには〔１〕建設費の元利償還金と、汚水や汚泥の

処理、管渠の清掃などにかかる〔２〕維持管理費からなっています。
「．

ｻﾞ

L

前回の試算例の考え方では、〔１〕の元利償還金は、全体の建設費（４４０億円）を管

渠とﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ、流域下水道施設に分けています。（｢総工事費」欄）

管渠とﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟは公共下水道財源内訳饒Ｌ垣I負ﾂﾋﾞ>Ｌｐ４ｚ図3-1のより、平均して総

事業費の６２５％が起債でまかなわれることが分かります。したがって、管渠は全部で２３５

億円、 ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟでは３．５ 億円の起債で借り入れるこことになります。流域下水道も同様|こ

です。合計すると３００億円近い（２

す゜！'総起債額｣|欄）
で割ることで、１年当りに返還すべき

98.8％が起債と想定すると、 約５８億円の起債が必要です。

起債（借金） を発行する計画です。９，６９７百万円）
「

これらを耐用年数（平均的に施設を使える年数）で割ることで、１年当りに返還すべき

起債額（４億７千万円）を出しています。（|｢１年当り分担額」欄）これは、企業の会計な

どで「減価償却」と言われる考え方を参考にしたものです。

年平均建設費Ｃ箒Ｚ垣Z誉料p聖3表３－"を改変ソ

総工事費 起債率 総起債額 耐・用年数 1年当り分担額

(百万円） (百万円） (年） (百万円）

管渠 ３７，６２７１０６２５１２３，５１７１７２ ３２７

ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ ５６４１０６２５ ３５３１３３ １１

流域下水道 ５，８９８１０．９８８１５，８２７１４３ １３５

計

４４，０８９ ２９，６９７ ４７３

１'1

総［事費

(百万|[]）

起債率 総起債額

(百万｢']）

耐用年数

(年）

1年当り分担額

(百万円）

管渠 ３７，６２７ 0．６２５ ２３，５１７ ７２ ３２７

ﾏﾝﾎｰﾙホンフ ５６４ ０．６２５ ３５３ ３３ ｌ］

流域下水道 ５，８９８ 0．９８８ ５，８２７ ４３ １３５

計 ，０８９ ２９，６９７ ４７３
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単純に考えると、建設費は毎年４億７千万円余り返していけば良い様に見えますが、起

債はあくまで借金です。借金には利子が必要で、下水道の起債は３０年間（うち５年間は

利子のみ支払う）で返済することになりますので、全体の利子は３８％にもなります。し

たがって、実際に１年当りに返済すべき金額は

４７３（百万円）×（１＋０．３８）＝６５３（百万円）

平均して年６億５ 千万円を返済する必要があります。（第Ｌ回賢ﾂヅということになります。

pﾕ３参ｿ､亨ソ

次に〔２〕の維持管理費についてですが、これは汚水や汚泥の処理に要する費用を那賀

浄化センターを管理する和歌|｣|県に支払う分（Ａ・流域維持管理負担金）と、公共下水道

の管渠を清掃。補修するためにかかる費用（Ｂ・管渠維持管理費）からなっています。

Ａ、については､隣の伊都処理区での実績単価（９７円／ｍ３）に１年間の総汚水量（９，

４１７，７３０，３）をかけると１年当りの金額９億４千２百万円が出ます。巖１回鶯料

p翌表3-5z参/，写り

Ｂについては、まだ実績がありませんので、文献の資料から年間で４千９百万円と想

定しています。康Ｌ垣Z誉料p・空表３－４，参）W写lノ

Ｆ￣

平均的な１年間で岩出町公共下水道事業を運'営これらの合計額１６億４千４百万円が、

(下水道管理費）ということになります。するために必要な費用

下水道管理費

経費

(百万円）

管渠維持管理費 ４９

流域維持管理負担金 ９４２

起債元利償還金 ６５３
「

Ｉ二一一口 １．６４４

この下水道管理費を全て下水道使用料でまかつたらどう前回の試算では、 なるか、 とい

う前提で計算されており、下水道管理費を１年間の総有収水量（下水道使用料の対象とな

る水量）で割り戻すと、１，３当り２１８円になる、と考えたものです。（第１回資料ｐ４５

表３－５３参照）

２

経費

(白万円）

管渠維持管理費 ４９

流域維持管理負担金 ９４２

起債元利償還金 ６５３

計 １，６４４
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2．水道給水量の状況について

平成１２から１６年度の上水道給水状況の推移は下記のとおりです。

平均Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈｌ６

年間有収水量
5，８１７，３１８ 5,823239 5，８２２，９３５ 5,805,585 5,929,302 5，８３９，６７６

(ｍ３／年）

給水人口(人） 48,452 4９，０４６ 4９，７６７ 5０，４０１ 5０，７３６ 4９，６８０

年間一人当り平
１２０］ 1１８７ 1１７．０ 115.2 116.9 117-5

均水量(ｍ３/人｡年）

月当り平均水量
100 9.9 9.8 9.6 9.7 9.8

(ｍ３/人。月）「￣

平均的には、 １ケ月で人口一人当たり約１０，３ 使用していることになります。

:量が含まれていますので、平成１６年この計算では店舗や事務所など営業系の水量が含まれていますので、なお、この計算では店舗

度の家庭系水道使用量から、 水量別の分布を調べたものが下表です。

（単位：ｍ3.2ケ月当）

基本分 超過分
区分

件数 水量 件数 水量 平均水量

■
４月 6,663 5,348 173,408 32.42

5膳 6，８３９ 5,830 215,472 3６．９６

6月 6,751 5,545 194,705 3５．１１

7膳 6，８９９ 5．８７１ 228,404 3８．９

ＦＬ 8膳 6,781 5,748 2１７，１１８ 3７．７７

9臆 6,930 5,957 230,345 3８６７

１０臆 6,788 5，６１１ 202307 3６０６

１１膳 6,965 5,893 216,913 3６８１

1２月 6,782 5,466 1７７．６１１ 32.49

1月 2125056,960 5．８７８ 3６．１５

2臆 6,776 5,527 188,245 34.06

3膿 6,971 5,777 194300 33.63

累計 2,451,3338２．１０５ 68,451 35.81

平均値 6,842 5,704 204,278 35.81

この表では、給水申込があっても給水実績の無い（＝使用水量Ｏｍ３）の世帯は除いて

三す゜１，３以上の使用実績のある世帯は年平均で6,842世帯あり、うち5,704世帯は基います。

３

1１１２ 1113 Ｈ1４ Ｈ１５ 1１１６ 平均

年間有収水量

(ｍ３／年）
5，８１７，３１８ 5,823,239 5,822,935 5,805,585 5,929,302 5，８３９，６７６

給水人｢](人） 4８，４５２ 4９，０４６ 4９，７６７ 5０，４０１ 5(),７３６ 4９，６８０

年間一人当り、|ﾉﾆ

均水量(ｍ３/人．年）
１２()」 118.7 117.0 115.2 1１６．９ 117-5

月当りr1z均水量

Gn3/人．月）
１０.(） 9.9 ９．８ ９．６ 9.7 ９．８

区分
基本分

件数 水量

超過分

件数 水量 平均水量

４月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

３月

６．６６３

6.839

6.751

６．８９９

6,781

6,930

6.788

6.965

6,782

６，９６０

6,776

6.971

5３４８

5,830

5,545

5．８７１

51748

5,957

5．６１１

5.893

5,466

5.878

5,527

5,777

173,408

215,472

194,705

228,404

2１７，１１８

230,345

202,307

216,913

177'611

212,505

1887245

194『300

32.42

36.96

35.11

38.9

37.77

38.67

36.06

3６．８１

32.49

36.15

34.06

33.63

累計 8２，１０５ 68『451 2,451,333 35.81

平均値 6.842 5,704 204W278 35.81



岩出町公共下水道事業運営審議会（第２回）資料

本水量（２ケ月で２０，３）を超えて使用しており、その超過水量は平均で35.81,3とい

うことになります。

世帯構成や生活パターン（昼間は不在、など）により差異はありますが、簡略化のため

6,842世帯は全て基本水量を使用しているものとし、5,704世帯が平均35.81,3の超過水

量を使用していると考えると、平均の１世帯当り使用水量は、

（6842×20＋5704×3581）÷6842＝4９９（ｍ３／２ケ月）→２５０（、3／月）

となります。

この水量に料金を当てはめると、

２ケ月当り：２，１００（基本料金）＋１２６×２９．９（超過料金）

＝ら，Ｓ６Ｚ円

１ケ月当り：５，８６７÷２＝２，９３４円

結論としては、 平均的な１世帯の月当たり使用水量は２５，ｓ、水道料金では約２，９
《'1',､､:、 ００円ということになります。

(，'､鳳鳳、

４



岩出町公共下水道事業運営審議会（第２回）資料

3．他都市の受益者負担金事例について

近隣市町村や大阪府下の事例を別紙に掲載します。

表の項目に関する説明は下記のとおりです。

(''vmm1mH、

‘!'，､､、

昆暮目0

ナＹ巳2N図 ｂ

誉の△外 稀管渠の整備費のみを拡

ち

末端管渠整備

費の△％

下水道事業費全体から、各家庭に近い末

端管渠の整備費のみを抜き出し、その－

定割合を受益者負担金でまかなうという

意味です。

項目名 説明

算定方式類型 地積割

単一定額方式

区分定額方式

比例方式

土地の面積に単位当りの額をかけて受益

者負担金の金額とします。

住居、世帯等の単位で一律に定額を受益

者負担金の金額とします。

土地の面積や建物面積、世帯人員、営業

種別、規模などにより、段階の区分を設

定し、その区分ごとに一定の金額を受益

者負担金の金額とします。

土地の面積以外の数量（建物面積や世帯

人員、使用水量など）により、単位当り

の額をかけて受益者負担金の金額としま

す･

受益者負担金算定方式 人数害リ

所得害Ｉ

負担区

世帯の居住人員や、平均的な施設禾１１用者

人数などにより算出する場合

世帯の所得金額に応じて算出する場合

下水道事業の区域を整備時期などに応じ

て分割し、各区域毎に負担金単価を変え

たりする場合に用いられます。

事業種別 公共

特環

狭義の下水道（第１回嬰寒ｸﾞﾋﾞﾘｚｇペ－９＞）

特定環境保全公共下水道（同上）

根拠法 都市計画法 都市計画法第７５条に基づく受益者負担

金を賦課していることを示します。

地方自治法 都市計画区域外などで、地方自治法第２

２４条に基づいて分担金を賦課している

ことを示します。

総事業費の

△％

下水道事業費全体のうち、一定割合を受

益者負担金でまかなうという意味です。
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鰊

解

ｅ

受益者 土地又は建物

所有者

建物所有者主

たは世帯主

士地の所有者、あるいは士地の地上権、

質権､使用借主又は賃借人（建物所有者）

を受益者とみなしています。

建物の所有者または世帯主を受益者とみ

なしています。

徴収方法 一括または分

割

年

回数

受益者負担金を一括で納付、あるいは分

害Ｉで納付していることを示します。

分害Ｉの場合の最長年数です。

最大の分割回数です。「３年で１２回」の

場合は３年間で、各年４期に分けて納付

することを意味します。



去る-１

受益者負担金の事例集

受益者徴収方法

年回数
市町村名人ロ面積供用開始算定方式類型 事業種別受益者賃旦金

根拠法ハ

「～

'１

〆￣

▽几

市 】
■

村名 人ロ 面積 供 手 調始 算定方式饗 受益者負担金
算定方式

事業種月Ｉ 受益者灘金

根拠 法 名称
負担金算定対象額
の算定方法

受益者 徴収方法

方法 年

｜
ロ
一 数

蒲考

和歌山市 375,414

(H18.1.1）

210.2kｍ
２
昭和56年度 地積割 300円／rTf 公共 都市計画法負担金 末端管渠整備費の

25％

土地又は

建物所有
者

一括又は
分害リ

３ 1２

紀の１１|市 70,487

(H17.11.7）

228.5kｍ
２
平成元年度 単一定額方式 101,940円/世帯 特環 地方自治法分担金 特に定めなし 土地所有

者

■■■■■■括 県土地開発公社開発団地(長山団
地)を弓|継いだもの

橋本市 55,010

(H17.12.31）

110.2kｍ
２
平成13年度 区分定額方式 1,000㎡

未満:150,000円

以上:300,000円

公共 都市計画法負担金

(地方自治法)*(分担金）

特に定めなし 土地又は

建物所有
者

一括又は
分割

１ ４ *計画区域外から流入の場合は地
方自治法に基づく分担金を徴収

かつらぎ町 20,373

(H17.11.30）

151.7kｍ
２
平成13年度 区分定額方式 1,000㎡

未満:150,000円
以上:300,000円

公共 都市計画法負担金 特に定めなし 土地又は

建物所有

者

一括又は
分割

３ ３ 一括払いの場合は報奨金制度あ1Ｊ

高野口町 1５，１８８

(H17.11.30）

20.1kｍ
２
平成13年度 区分定額方式 1,OOOrTf

未満:150,000円
以上:300,000円

公共 都市計画法負担金 特に定めなし 土地又は

建物所有
者

一括又は
分割

１ ３ 一括払いの場合は報奨金制度あ1Ｊ

九度山町 5,516

(H17.10.1）

44.2kｍ
２
平成13年度 単一定額方式 －敷地につき250,000円 公共 都市計画法負担金 特に定めなし 土地又は

建物所有
者

￣括 供用開始後５年以内に排水設備改
造を行えば100,000円の奨励金支給
あり

高野町 4,362

(H17.11.30）

137.1kｍ
２
昭和56年度

(昭和11年）

地積害I＋比例
方式

人数害Ｉ530円/人

地積割18円/rTi
所得割

１２円/10,000円

公共 都市計画法負担金 総事業費の1％ 建物所有

者または
世帯主

分害Ｉ ３ 3０

美浜町 8,536

(H18.1.1）

12.8kｍ
２
平成17年度 単一定額方式

＋比例方式
一般住宅

75,000円/戸

(－部45,000円）
一般住宅以外

75,000円×

浄化槽算定人数

公共 都市計画法負担金 総事業費の2％ 土地又は

建物所有
者

分割 ３ ６

みなく町 14,854

(H17.12.31）

120.3kｍ
２
平成14年度 地積割 500円/㎡ 公共 都市計画法負担金 特に定めなし 土地又は

建物所有
者

分害Ｉ ３ 1２ 一括払いの場合は報奨金制度あり

白浜町 19,909

(H16.4.1）

64.7kｍ
２
平成6年度

未徽

太地町 3,778

(H16.3.31）

6.0kｍ
２
昭和44年度 単一定額方式

＋比例方式
15,000円/区画

便器2個以上の場合
5,000円/個加算

公共 都市計画法 員担金 特に定めなし 土地又は

建物所有
者

一括また
は分割

３ ３ S48年より変更なし

泉南市 65,944

(H17.12.31）

47.3kｍ
２
平成4年度 地積害リ 390円/㎡ 公共 都市計画法

(地方自治法）
＊

薑担金

分担金）

末端管渠整備費の
20％

土地又は

建物所有
者

一括また
は分割

３ ６ *計画区域外から流入の場合は地
方自治法に基づく分担金を徴収

大阪市 2,629,634

(H18.1.1）

222.0kｍ
２
昭和15年度

未徽
戦前は徴収実績あり

戦後は未徴収(空襲被害のため）

堺市 831,492

(H18.1.1）

150.0kｍ
２
昭和38年度 地積割 100～257円/､ｆ

※負担区による

公共 都市計画法 ﾖ担金 末端管渠整備費の
25％

土地又は

建物所有
者

一括また
は分害リ

５ 1５
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４．大規模団地の下水道料金や受益者負担金の考え方について

5．大規模団地で既に負担金を払っている場合の取扱いは？

これらの課題たつし)てば､確定した法令･ﾉ撚！/や考え方/ﾋﾞｺﾋﾞあ夕亥ゼルb町当f局としては、

本議議会でｉｆﾙｰf審議し)ただ､いた上でzｸﾋﾞﾉ壱したし】と考えてお夕まずので、男殿>l書'でのβ【刀ら日当

課の考えをご説碑しまﾌﾟﾝｺﾞｺﾞあ＜まで一つの考え方として)E;ﾀﾞﾚ)て↓'ただき、今後のｉ議議の参

考として↓)ただ､ぐよう.お瀕し》し妄式

ここで「大規模団地」とは、紀泉台や桜台など、 開発時に独自の排水管と処理施設が設《wmQm、
［

置され、集合処理が行われている団地を前提とします。こうした団地では、排水管や処理

施設の費用が分譲時の価格に含まれていたり、別途負担金として徴収されており、また処

理費用についても定期的に住民から徴収されています。形態的には一種の下水道と言えま

すが、公共下水道との違いは、 排水管や処理施設は設置者あるいは自治会など住民が届

する財産であるということです。

こうした大規模団地における下水道整備の手法には以下の２つの方法が考えられます。

①既存の排水管はそのままとし、新しく公共下水道管を布設する

②既存の排水管を公共下水道管に転用する

①については、結果的に他の地域と同様の整備であり、下水道料金や受益者負担金につ

いての問題はありません。しかし公共下水道管の新設には費用と期間がかかり、また工事

による騒音や交通規制などの影響が伴います。②の方法を使えれば工事の供用開始までの

コストや時間を削減でき、工事の影響もありません。したがって岩出町ではこうした大規

模団地の場合は、まず既存の排水管をそのまま転用できるかどうかを下記の様な観点から

検討します。

・既存の排水管が公共下水道としての技術的基準を満たしているかどうか

・設置から時間が経過している場合は、劣化や漏水などが生じていないか

・転用の場合、既存の排水管の利用者全員が自動的に公共下水道へ接続される。料

金の支払い拒否などが起きないよう、全世帯が公共下水道への接続を要望してい

るか

これらの点から問題ないと判断できれば、②の「公共下水道への転用」で整備の効率化

を図ります。

(11'@mm、

８
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この場合、既存の排水管は私有財産であり、その財産をｌき股すことで建設費がまかな

(第Ｚ回資料ｐ８７の図Ｗ－Ｚ巍句受益一

:、公共下水道が供用開始済みの区域で開

われたと考えれば、建設費の一部に充てられる

者負担金は不要との考え方がありえます。実際に、公共下水道が供用開始済みの区域で開

発があった場合には、開発者が公共下水道幹線までの管渠を布設することで受益者負担金

を減免している自治体もあります。

しかし、下水道担当課ではこうした考え方で大規模団地の受益者負担金を他地域より安

くする、あるいは免除するのは、他地域との公平性確保の面から以下の様な問題点がある

と考えています。

（１）下水道整備は末端管渠から幹線、処理場まで全て整備される必要があるので、

末端管渠の整備が不要となったからと言って減免すべきか？

（２）岩出町では設置後年数を経過した大規模団地が多く、排水管やマンホール鉄蓋

などに劣化が進行していることも考えられる。この場合は公共下水管への転用後

早期に補修や更新を行う必要が生じ、他地域よりも維持管理費が割高になる可能

‘性がある。

（３）大規模団地の排水管や処理施設はいずれ老朽化による更新が必要になるが、公

共下水道に移管されることで、将来のそうした費用負担の心配が無くなる。その

意味では公共下水道移管による受益があるとは言えないか？

鰊

ただし、これらの問題点は本審議会で審議していただく項目と関連しており、直ちに結

論を出すことはできません。

例えば、（１）については、受益者負担金の対象となる下水道事業費が「総事業費」に

なるのか、「末端管渠整備費」になるのかで結論は変わります。（前記３．他都市の受益

また、（２）についても下水道料金の対象となる「下水

,に建設費の一部（資本費の元禾１１償還金）が含まれて

準に設定できれば、そうした補修費用は下水道料金で

者負担金事例」を参照して下さい）

道管理費」（第Ｚ回賃ﾌﾞﾋﾞﾘｚｐ.〃を参照）に建設費の一部

いますので、下水道料金が十分な水準に設定できれば、

まかなうべきとも考えられます。
｛111mm'､、

全体の受益者負担金や下水道料金、普及促進策の事務局としては、これらの問題点は、

と考えております。審議の過程で審議会としての結論を出していただきたい

⑨□
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６補助金の対象範囲は？

公共下水道事業における国庫補助は、下水道法第３４条、同施行令第２４条の２に基づ

いて行われています。

《下水道法第３４条》

国は、公共下水道又は流域下水道の設置又は改築を行う地方公共団体に対し、これに必

要な資金の融通に努めるものとする。

《下水道法施行令第２４条の２》

法第３４条の規定による国の地方公共団体に対する補助金の額は、次に定めるところに

よる。

－公共下水道については､主要な管渠及び終末処理場並びにこれらの施設を補完す

るポンプ施設その他の主要な補完施設の設置又は改築に要する費用（国士交通大

臣が定める費用を除く。）の額に二分の一（終末処理場の設置又は改築に要する費

用で、国士交通大臣が定めるものにあっては十分の五・五）を乗じて得た額とす

る。似7尽勝ノ

ー、三（略）

２前項第一号に規定する主要な管渠の範囲は、公共下水道を合流式と分流式とに区分

して、管渠の口径、予定処理区域又は予定排水区域の面積、当該管渠の下水排除面

｛111mmg、

責又は下水排除量等を基遜 として国士交通大臣が定めるものとする。

これらを受け、補助金の対象範囲が国士交通省から通達で示されています。（昭和４６

年１０月９口告示１７０５号、－部改正平成１６年６月２９日告示７６５号）処理場やポ

岩出町の場合は主に上記主要な管渠の範囲」が国庫補助のンプ場を自分で持っていない

対象範囲になります。
鰊

この補助金の対象範囲は、地方自治体の規模や計画処理面積などによって細かく定めら

れており詳細は煩雑になるため割愛しますが、岩出町の場合は、 内径３００ミリ以上の管

※が対象とな渠あるいは中を流れる汚水量を計算して

ります。これは面積ではｏ、２～１．７

める下水管が相当します。

日当り２０～３０，３以上流れる管渠

宅地で言えばＩＣ～ｓｏ軒程度の汚水を‘７ｈａ、

※市制施行後の補助対象基準の場合です。

この「主要な管渠」としての国庫補助対象範囲を基準として、補助対象の管渠に係る設

計や支障物件の移設なども同様に国庫補助の対象となります。

1０
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7．排水設備改造への助成策の事例について

下水道が使用できるようになった後の排水設備の改造（水洗化）については、下水道法

第１ｏ条（排水設備の設置）及び第１１条（水洗便所への改造義務等）で義務付けられて

いますが、同第１１条第５項では市町村に必要な資金の融通やあっせん、紛争の和解の仲

介などの援助措置を努力義務としています。

この規定を受けて実施されている排水設備改造への助成策として中心的なものは、改造

資金に関する貸付金制度と補助制度です。

貸付金制度は、改造に必要な資金を無利子又は低禾|]で貸し付け、３年間程度の月賦で償

還してもらう制度が一般的です。近年では市町村が金融機関と契約し、改造者が金融機関

から資金の融資が受けられるようにあっせんし、市町村が利子分を補給する融資あっせん

制度が広く採用されています。

補助制度は、名称は補助金や奨励金等様々ですが、返済不要の助成金を交付するという

制度です。

近隣の市町村でも助成策を講じているところがあります。

《ImmmM、

(１１'121'､、

なお、参考に助成金制度の例（富山県砺波市)、融資あっせん制度の例（香川県丸亀市）

に関する資料を添付します。（別紙）

1２
７

和歌山市

かつらぎ町

高野口町

九度山町

泉南市

助成金制度

融資あっせん制度

禾1]子補給制度

禾1｣子補給制度

助成金制度

融資あっせん制度

供用開始後１年以内に改造工事を実施した場合５

万円（平成１７年度）

金融機関での融資あっせんと禾|｣子補給（１００万円

以内、６０ヶ月償還）

金融機関での融資をあっせんし、２％までの禾|｣子を

補給（５０万円以内、７年以内）

供用開始後３年以内に改造工事を実施し、指定金融

機関で融資を受けた場合に２％までの禾Ⅱ子を補給

(６０万円以内、５年以内）

受益者負担金を完納し､供用開始後５年以内に排水

設備を改造した場合に１ｏ万円

供用開始３年以内に改造工事を実施する場合､金融

機関での融資あっせんと禾11子補給（５０万円以内）



洲一
期限付き助成制度

水洗化補助金制度による接続率の向上

薑山県砺波市

’

面積 127k,２

鐘
人口 49,175人

ｊｉｉ壽議鰯iii’
下水道普及率 41.8％

水洗化率 74.4％

H16年度末現在

１はじめに

砺波市は、富山県の西部に位置し、－級河川庄川によって形成された扇状地と、牛

獄山麓から北への丘陵地によって形成されている。

また、全国的に珍しい散居村として知られており、美しい景観を有している。

昨年（平成１６年）１１月に旧砺波市と旧庄川町とが合併し、新砺波市として新たに

スタートした。

人口は年々増加しており、平成１７年８月末現在49,350人（対前年比165人増）と

なった。

産業は豊かな水と自然を生かした米作りを中心として、古くから行われているチュ

ーリップ栽培を始めとする農業および近年では高速道路綱を生かした商工業が中心

である。

また、観光面において春のチューリップフェアでは４５０品種、１００万本のチューリ

ップを公園内に用意し約３０万人の観光客が県内外から訪れている。

ほかにも、庄川ゆずまつりなどのイベントや庄川温泉郷への来客など１年を通して

観光客で賑わっている。

砺波市の下水道事業は小矢部川流域下水道関連公共下水道事業として､昭和５９年に

計画された。

旧砺波市、｜日庄川町とも市街地における公共下水道事業から着手し、次第に市街地

の周辺部について特定環境保全公共下水道事業により取り組んできた。

現在、旧砺波市区域では、計画処理面積981ha、計画処理人ロ２４，３１０人、｜日庄川町

区域では、計画処理面積197ha、５，２５８人、合わせて新砺波市として、計画処理面積

1,178Ｍ計画処理人口29,568人の事業規模となっており、早期完成（平成２５年度

1３（

｡’
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期限付き助成制度 富山県砺波市
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㎡】,｡．末予定）を目指し事業を進めている。

また、公共下水道事業のほか、般若、東般若、栴檀野、雄神の４地区について農業

集落排水事業で整備済みである。

ほかに、山間部の栴檀山地区について、合併処理浄化槽で整備する浄化槽市町村整

備推進事業や、公共下水道事業のエリアで今後７年間整備が望めない地域について、

合併処理浄化槽設置整備事業により補助金を交付している。
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２接続の阻害要因
川ﾘﾑ《■｢１

接続の阻害要因としては、既に浄化槽を導入済みであることや、家の建て替えのタ

イミングにあわないことなどがあるが、大きな理由としての経済的な面での負担が大

きいことがある。そのため少しでも負担を軽減することを目的として導入した。

18-.,

11

(`mmwmm、

３制度の概要

Ｈ１＃慕繩:１

制度の名称は「水洗化補助金」といい、町内会単位で接続率が60％を超えたところ

について、接続戸数１件（ただし市税などの滞納世帯は除く）につき15,000円を交

付するもので､公共下水道事業による区域については公示により下水の処理を開始す

べき曰から３年以内に、また特定環境保全公共下水道事業による区域については各地

区の下水道事業の完了した年度から３年以内に限り交付する制度である。

具体的には､できるかぎり高い接続率で申請してもらうようお願いをしており(80％

以上)、各地区の下水道事業の推進委員会にも接続の促進について働きかけを依頼し

ている。

■水洗化促進補助金交付集計
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※水洗化しても目標を達成しない町内会の世帯には補助金は出ない。

1４

対象町内会数 目標達成町内会数 対象戸数(戸） 水洗化戸数 交付金対象戸数 水洗化率(％） 交付金額(円）

H6年度 １ １ 2５ 2３ 2３ 9２ 345,000

H7年度 2６ 1５ 9６１ 521 305 5４ 4,575,000

H8年度 ７ ６ 8９ 5１ 4４ 5７ 660,000

Hg年度 ２ ２ ６ ５ ５ 8３ 75,000

H10年度 ３ ３ 3３ 2４ 2４ 7３ 360,000

H11年度 ３ ２ 3８ 3５ 3４ 9２ 510,000

H12年度 １ １ 2２ 1６ 1６ 7３ 240,000

H13年度 １ １ 7７ 4９ 4９ 6４ 7３５，０００

H14年度 ３ ３ 4８ 3０ 3０ 6３ 450,000

H15年度 ３ ３ 1３６ 1０１ 1０１ 7４ 1，５１５，０００

H16年度 ２ ２ 1４６ 1３０ 1３０ 8９ 1,950,000

累計 1,581 985 761 6２ 1１，４１５，０００



期限付き助成制度 富山県砺波市
丑:2露蕊璽霧了羅ZlFY罰蕊露目……．…〃・－。．

４効果

この制度は平成５年に発足し、農業集落排水処理事業にも適用し行ってきた。制度

上では６０％以上で適用だが、実際は接続率向上のため８０％以上でお願いしているこ

ともあり、工事終了後３年で接続率が80％以上確保する効果があったと考えている。

Ｓ課題

６０％の制度適用は低すぎる面もあるので、他都市で実施する場合は、接続率向上の

ため適用率をできるだけ８０％以上に設定されることが望ましいと考える。

また、接続率を高めるには地域の協力がないとうまくいかない。事業の開始から接

続の推進まで地域と協働し、接続率の向上を目指していくことが肝要と考えている。

行政区域面積行政区域人ロ処理区域面積処理区域人ロ下水道普及率水洗化人ロ水洗化率

127km２４１８％１５２７９人４９１７５人595hａ２０５４７人７４４％

現況H16年度末

1ｓ

行政区域面積 行政区域人ロ 処理区域面積 処理区域人ロ 下水道普及率 水洗化人口 水洗化率

127kｍ２ 49,175人 595hａ 20,547人 41.8％ 15,279人 74.4％



００‐ＬＰ，ＩｈＩ０Ｏｌ０■りりし■■リム■■▽０００‐△■■■■■Ｉ■■ｌ■ＩＤ■９－０．・■！■■■■●■０００Ⅱ９‐ＩＬＯ□■▽１｜■ＰＩＯⅡ０１－０‐ｉＩＢ００・Ｉ０．■ＴＩＩ‐Ｉ１ｌｉ０Ⅱ００－０１ＩＩＢ■Ｆ１・ＩＩ０ｊｐ■Ｉ。‐１０‐▲■■１日■■■ＯＢ■■■■Ⅱ■■■■Ｉ■■■■■■Ⅱ５７０□Ｔ９０７Ｉｌ■７－９－Ⅱ０００■■■■Ⅱ■ＰＩＩ‐ＩＩｒ－０ＤＦｌＬ５０Ⅱ□●けｕＢＵｌⅡ■■ⅡⅡ５．．５■ⅡⅡ１０－ⅡＯＹ９‐６Ｊ１０１０．０ⅢⅡ７００６口・ＯＬＰ０Ｄ０‐・ｄ１６ＵⅡ０Ｊ□」０日０Ⅱ■凸▽ｊＢ－■。■０Ⅱ００．０凸Ⅵｑロロ－０回Ｂ１ｈ０Ｈ■・６７‐・■－‐‐△Ｖｊ６Ｂ』■１９‐１日ⅡⅡ７’１‐・４６凸■■■０－■■Ⅱ■Ｕ凸■■■■■ｄＵＬ■■■■■■ＢＵ１Ⅱ▼・Ｙｊｐ０ｄ■ｑ－０二■■Ⅱ０■守山１０■０■■■■■■■ｑｑ●■０１■■■■庁・■■■■・△９，Ｌ■■・■■■■■■■■１０凸■ｇｌＢ■９４２日■■■Ｌ０ＩｌＰ６ＢⅡⅡ００日■■ｉ凸■■■■■・●■・Ｉ‐’｜ⅡＵ‐△Ｂ１ｄⅡｇ－ｊ０■Ｖ■ＢＵ９Ⅱ０日■Ｖ６且■マー△０‐‐ＢＴ・ロ‐Ａ１‐ｌ‐‐‐ｊ１ｊＩ‐□■９－１．日４０■■０■■■■リム■Ⅳ■－．ワーーⅡ！■ＰＤ０ｒｂ■・口Ⅲ■Ｐ』■■■■■■』■■■ⅣⅡⅡ８０１０５０Ⅱ５日■■■■刊０凸０■■■■ⅡＵｂ７０■■■０■ＢＴＩ‐・Ｉ，‐０７０‐‐ＬＰ‐ｂⅡ９０Ⅱ』０口ＩＦ・リーー‐■リ０．０１０ロー’’０．８．Ⅱｒｒｂ５ＩＬ１ｉＩ８Ｌｌ５■１１－１．１‐Ｉ‐’１０．０．６９１‐↓’０ⅡＢＩＩ‐・０．１１‐ｊｐ９‐十Ｊ６．，‐－－９‐０‐’０００，●・ＩＩ１－ｌ０Ｙ０Ｉ凸リー‐‐‐０－Ｉｊ０トー‐０‐０６５－’０．０７．１００口１日Ⅱ６７０‐’■９１０口旧’Ｉ９Ｉ４０９ｄ■■■■Ⅱ７４０■■０■Ⅱ■１口９６０日■Ｐ０ハリ。Ⅱ▲■■■■曰‐Ｏ００ｊ９‐‐Ｉムリ』■Ｂ■Ｓ０‐‐４日‐１１０‐Ｉ‐ムリリーロ■９６７１－Ｊｑ‐ｑ’’’５０‐０’Ｕ００ｄ７６Ⅱｌ‐９△■‐‐’。ⅡⅡＬ９ＩｊＩｊｊⅡⅡⅡ四口□０口１０‐‐６Ⅲ■Ⅱ■

融資あっせん制度の実施

融資あっせん制度を設け利子を負担し資金面で援助

香川県丸亀市

西牙

面積 １１２km２

人口 111,102人

下水道普及率 43.0％

水洗化率 88.5％

,mlmmmmm、
H16年度末現在

１はじめに

(1)丸亀市の概要

丸亀市は、香川県の海岸線側ほぼ中央部に位置し、北は風光明媚な瀬戸内海国立公

園、南は讃岐山脈に連なる山々、陸地部は讃岐平野の－部で、平坦な田園地帯が広が

っている。そして、瀬戸内海には本島、広島、手島、小手島、牛島などの島々が点在

している。本市のひろがりは、東西24.16km、南北23.82kmで、市の陸地部の中央に

その姿から讃岐富士と呼ばれる標高422ｍの飯野山がそびえ、その北方に青ノ山、中

心には土器川が流れ、多数の溜め池が水辺空間を創出している。

１５９７年(慶長２年）に生駒親正が築いた丸亀城が｢丸亀｣の起こりと言われており、

以後城下町として栄えてきた。現在、人口は約１１万人、面積は111.79km2で、県下中

西部地区での核として重要な役割を担っている。
(imI卿'､、

(2)下水道事業の概況

丸亀市は、公共下水道事業および農業集落排水事業を行っている。公共下水道事業

については、昭和３０年に下水道事業の認可を得て以来、昭和５１年に終末処理場が完

成し、公共下水道の供用を開始した。また、平成８年度から旧飯山町が、平成１０年

度からは旧綾歌町が中讃流域下水道大束川処理区として供用開始している。その後も

事業計画の変更認可を経て、処理区域の拡大を行い、現在もなお事業を進めている。

平成１６年度末の処理区域面積は1,492.8ｈａとなり、普及率は４３．０％となっている。

農業集落排水事業では､平成１３年の岡地区を皮切りに､３地区において供用を開始。

平成１６年度末の処理区域は８５.Ｏｈａとなっており、今後も全体計画面積の190ｈａを目

指して、事業を進めている。

1ｓｐ‘

｡’

香川県

｡

H17年６月末現在



融資あっせん制度の実施 香川県丸亀市
函議HZ裂鐡竃Eﾕﾕf砿E､錘可謹Q2錘H２

２接続の阻害要因

平成１６年度末での水洗化率は、公共下水道事業で８８．５％、農業集落排水事業では

86.8％となっている。接続を阻害している要因として土地柄的に特徴的なことは考え

られないが、未接続の理由で大半を占めているのは、浄化槽が設置されていて、トイ

レは水洗便所になっているということ。

下水道が供用開始になる前に、すでに汲み取り便所から浄化槽に切り替わっている

世帯は数多く、個人の利便性からすると、水洗便所には変わりはない。下水道に接続

しようとすれば、多額の費用を投じて設置した浄化槽に、また費用をかけて撤去しな

ければならない。そういった経済的な問題で下水道への接続に二の足を踏んでいる世

帯が多い。

さらには、各家庭から出る生活雑排水などの汚水は、周辺の側溝に流れていき、個

人が日常生活を送る上では何ら支障はない。しかしそれが、最終的に公共用水域を汚

す原因になっている。環境問題への関心が欠如しているようにも見受けられる。

(`'mmmmmm、

３６劉度の概要

そこで本市としては、まず、資金面で援助できる施策として、融資あっせん制度を

設けている。供用開始後３年以内に下水道接続の改造工事を行う世帯に対して、金融

機関での融資をあっせんしている。融資の上限額は７０万円で、市は金融機関に対し

て利子を支払う。

次に、雨水貯留施設の助成制度も設けている。これは、供用開始の時期にかかわら

ず、下水道へ接続する際に不要となる浄化槽を、雨水貯留施設として改造する場合、

上限を５万円として改造工事費の２分の１を助成するもの。

このほか、啓発活動としては、毎年９月１０曰の「下水道の曰」にちなんで、供用開

始区域を広報車で巡回し、パンフレットや啓発用品を配布している。また、年度末に

供用開始区域が広がれば公示するとともに、指定工事店にも直接その箇所を知らせ、

民間活力も利用して、水洗化率の向上に努めている。

(''１１Ｗw､、

４効果

まず、融資あっせん制度については、供用開始後３年以内という制限を設けること

により、下水道法第１１条の３に規定されている水洗便所への改造義務などの遵守に

も繋がる制度といえる。前述したように、経済的な問題で水洗化できない世帯につい

ては、より積極的な利用を呼びかけている。

また、香川県は、瀬戸内特有の温暖少雨な気候であるため、雨水貯留施設による渇

水対策が求められており、市民の関心を高めることで、浄化槽を産業廃棄物にするこ

、
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となく、再利用できると期待している。こうした再利用は、この環境保全の時代にふ

さわしいものと考えられる。ただ、これは、平成１７年の合併を機に、前の飯山町か

ら引き継いだ制度であるため、件数はまだ多くはない。しかし水洗化の期限を相当経

過した世帯を対象としても、今後浸透していけば効果的な制度と考えられる。ijiiiL

鰻
』
議
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隆

５今後の課題

最終的に水洗化率を向上させるには、未接続家屋を戸別訪問するなど、各世帯にお

けるさまざまな問題点を聞き取り、解決していくことが最も有効な手段である。本市

においても、戸別のより詳しい実態を把握するための方法を検討していかなければな

い。

また、下水道の計画や受益者負担金、接続にかかる工事費など資金面の計画性から

も、市民に対して事前に十分な周知を行い、下水道に対する理解と同意を得ることが

最優先ではないかと考えている。

本市が、過去３０年以上にわたり、巨額の予算を投入し、建設してきた施設を無駄に

することなく、また、より快適な生活環境を次世代へ継承するためにも、地道な努力

と創意・工夫で、水洗化率を向上させていきたい。
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行政区域面積行政区域人ロ処理区域面積処理区域人ロ下水道普及率水洗化人ロ水洗化率

112kｍ２４７７３０人４３０％１１１１０２人１４g3ha４２２２８人８８５％

現況H16年度末
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行政区域面積 行政区域人ロ 処理区域面積 処理区域人ロ 下水道普及率 水洗化人ロ 水洗化率

１１２k，２ 111,102人 1,4g3ha 47,730人 43.0％ 42,228人 88.5％



岩出町公共下水道事業運営審議会（第２回）資料

8．合併浄化槽と下水道の特徴比較を。下水道のメリットは何か？

下水道とその他の汚水処理施設との制度面からの比較を別紙８－１に示します。また、

下水道と合併浄化槽を下水道の立場から見た場合の比較表を別紙８－２に、経済性の比較

を行った例を別紙８－ｓに示します。

これらから、合併浄化槽と比較しての下水道のメリットとしては

○維持管理費が安くなるため、長期的には安価になる。

○住居や事業所が連なったところでは効率的に整備できる。

○一部で水量や水質が変わった場合も全体では影響が小さくなるので負荷変動に強い

○処理場で集約して管理されるので処理が安定している。

○付近の水路などへ放流する必要がない。

(mImm1橇、

が挙げられます。

一方で裏返せば下水道が合併浄化槽に対して不利な点もあります。

●建設費が割高であり、初期投資が大きい。

●集落から離れたｌ軒屋などは整備効率が悪い。

●供用開始直後など、水量が極端に少ない時期には運転が難しい。

●大量の処理水の放流先を確保する必要がある

基本的には集中処理（下水道）と分散処理（合併浄化槽）という特徴によるメリット・

デメリットがあるといえます。岩出町をはじめとした紀の川流域では、

(1'１Mmm'１N、
古くからある集落は旧街道などに沿って、ある程度集まって成立している

ベッドタウン化しているので、新興住宅地は個別住宅よりも、開発単位で集まっ

ている場合が多い

●
●

ことから、比較的集落・団地が近接している地域を中心に集合処理（下水道）で整備する

計画となっています。それら以外の山間部や離散集落は合併浄化槽や農業集落排水で整備

される計画となっています。

1０－１２－
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下水道とその他の汚水処理施設の比較

④根拠法又は
予算上措置

担
一
一
露
ヤ
ー

⑨普及率
（Hl6末）

※１）漁業集落排水事業，林業集落排水事業，簡易排水施設を含む
※２）個人設置を含む

⑪
。

区分
公共下水道事業

特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業 浄化槽

①目的

･都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄
与し，あわせて公共用水域の水質保全に資す
る
●

。

自然環境の保全又は農山漁村における水質
の保全に資する。

農業集落における農業用用排水の水質保全，
農業用用排水施設の機能維持又は農村生活環
境の改善を図り，併せて公共用水域の水質保
全に寄与する。

公共用水域等の水質の保全等の観点から，し
尿及び雑排水の適正な処理を図り，もって生
活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与す
る ｡

②対象地域
公共下水道：主として市街地
特定環境保全公共下水道：

市街化区域以外の区域

農業振興地域（これと一体的に整備すること
を相当とする区域を含む）内の農業集落

下水道法の認可を受けた事業計画に定められ
た予定処理区域以外の地域

③設定主体及
ぴ管理主体

設置主体：地方公共団体
管理主体：地方公共団体

設置主体：地方公共団体等

管理主体：地方公共団体等
設置主体：個人又は地方公共団体（市町村）
管理主体：個人又は地方公共団体（市町村）

④根拠法又は
予算上措置

下水道法【法律補助】 農業集落排水資源循環統合補助事業等【予算
補助】

浄化槽設置整備事業
浄化槽市町村整備推通

【予算補助】
;事業【予算補助】

⑤対象人口
公共下水道：特になし
特定環境保全公共下水道：

1.000～10000人（1.000人以下も可）

受益戸数が概ね20戸以上
原則として概ね1,000人以下

特に制限なし
(市町村が設置主体の場合は20戸以上）

⑥対象汚水

●

●

汚水
(生活雑排水・し尿
雨水

， 工場・事業場排水等）

●

●

汚水
(生活雑排水・し尿）
雨水

汚水
(生活雑排水・し尿）

⑦施設の
整備内容

･汚水処理
･汚泥処理
･雨水対策

･汚水処理
･汚泥処理

･汚水処理
※別途，汚泥処理施設が必要

⑧経済性

各種法令等に
基づくもの

施設の使用実
績

･建設費，維持管理費，使用年数を用いて年当たりの費用を比較。その際に比較の条件を合わせることが必要。
･使用年数が長いほど経済的

処理場23年，管きよ50年
(地方公営企業法）

処理場23年，管路施設50年
(財務省令等）

7年
(国庫補助事業実施要綱）

○終末処理場土木建築物：５０～70年
○終末処理場機械電気設備：１５～35年
○管きよ：５０～120年

○終末処理場土木建築物：５０～70年
○終末処理場機械電気設備：１５～35年
○管きよ：５０～120年
国士交通省に準拠

○躯体：３０年～
○機器設備類：７～15年程度

⑨普及率
(Ｈ16末）

68.1％

8,636万人
2.7％※１）

344万人
8.4％※２）
1.062万人



男１１郷Ｓ－Ｚ
公共下水道と合併処理浄化槽の比較(コストを除く）
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視点となる項目 公共下水道 合併処理浄化槽

①各汚水排出者の

使用条件の制約

の厳しさ

評価

●処理施設の計画は計画１日最大汚水

量としている。水量負荷の最も厳しい

条件下でも計画処理水質を担保でき

るため、年間を通じて排水量の制約は

通常生じない。また、個々の家庭の水

使用量に大きな変動があっても、水処

理に与える影響は少ない。

●様々な１性状の汚水が流入する可能性

があっても、まとめて処理するため水

処理に悪影響が生じにくい。

－－￣￣－－￣■■------■■￣￣■■－－￣￣■■￣－－■■■■￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣■■■■--￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣－－￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣｡

○

●処理対象人員５～５０人の小型合併

●

処理浄化槽においては、家族数の多少

にかかわらず、原単位を一律曰平均の

水量で設定し、それに基づく構造・容

量を定めている。

処理対象人員より実使用人員が多く

なる場合や、水使用量が設計の想定を

超えて多くなった場合には、処理水の

水質悪化が生じないように各戸の使

用者が排出量を制限して使用する必

要がある。

△

②放流水の水質確

認

●ＢＯＤ・ＳＳ、有害成分等を含め、多

●

頻度に確認をする。

年間を通して実態の把握する確実'性

が高い。

●

●

年１回の水質検査での確認をする。

確実'性が低い。

評価 ○ ×

③汚泥処理の特徴

●汚泥処理方法

●汚泥処分方法

●有効禾I｣用

評価

●産業廃棄物

●自己の処理施設に汚泥処理機能があ

り、自己完結的である。

●減量化及び有効利用の既存の実績が

多数あり、技術的にも確立している。

●水処理から汚泥処理まで含めたトー

ダルなシステムを備える。

●有効利用の集約的対応が効率的に行

なえる。

○

●一般廃棄物

●汚泥処理機能が無く、他の施設に依

存する。

●合併処理浄化槽が普及するほど、浄

化槽汚泥の尿尿処理施設などを追加

設置する必要が生じる。

●￣－－￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣■■---￣－－－￣￣■■---￣￣--■■■■￣￣￣￣￣－－￣￣￣－－￣￣－－－－－■

×

④施設設備の実現

イ性

●普及の容易'性

●土地禾U用状況と

設置の困難'性

●排水先の有無に

Ｉ

よる設置の可能

性

評価 ｢軍''1蕊



弓'１鶴S-g

下水道と合併浄化槽の費用比較

(''''11,mm、

１２７５５００円/人

３５９０００円/人

１６３４５００円/人

９３３３３３円/人

１１８０８３３円/人

２１１４１６７円/人

※合併浄化槽の場合､この他に下記費用が必要となるが､金額の推定が難しいためここでは除外し
ている。

１．汚泥処理施設の建設費
２家庭外(店舗､事業所､学校など)での合併処理浄化槽設置･維持管理費II1mMmm、

2２’１

（
￣ ■■■

、 水】 萱） (合併浄’ 上槽）

【建設費】 【建設費】

流域下水道
処理場建設費
土木･建築(50％）
機械｡電気(so％）
幹線建設費

合計

関連公共下水道
面整備

合計

331,000

165,500

165,500

134,000

465,000

645,000

645,000

人
人
人
人
人

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

円
円
円
円
円

円/人

円/人

５人槽
躯体建設費
機械設備類
工事費

躯休

躯体工事
機械設備工事

機械設備類

462,000

231,000

462,000

385,0００

77,000

28,000

28,000

円/基

円/基

円/基

円/基

円/基

円/基･年
円/基･年

【維持管理費】 【維持管理費】
流域下水道
処理場維持管理費

関連公共下水道
管路維持管理費

6,360

820

円/人･年

円/人･年

５人槽

汚泥処理費

０
０

０
５

０
９
Ｐ
？

５
１

６

円/基･年

円/人･年

耐用年数
管渠
処理場

土木･建築
機械｡電気

０
０
５

５
５
２

年
年
年

耐用年数
躯休

機械設備類

3０

1１

年
年

50年 習の費用を算出 so年 問の費用を算出
建設費 1,275,500 円/人 建設費 933,333 円/人

維持管理費 359,000 円/人 維持管理費 1,180,833 円/人

合言
■

1,634,500 エ /人 今邑
ロロ

■

2,114,167 ｴ]/人



検討条件

流域下水道
処理場44,215,000千円
管渠17,813,000千円

計62,028,000千円

検討条件

１世帯Ｓ人敷地面積５０坪(１６５㎡）
１ケ月当り水道便用量ＳＯｒＴｉ

受益者負担金４２ｓ円/㎡(全国平均）
下水道使用料１ｓ0円/rTi(かつらぎ町）

検討条件

１世帯Ｓ人敷地面積５０坪(１６５㎡）
１ケ月当り水道便用量ＳＯｒＴｉ

受益者負担金４２ｓ円/㎡(全国平均）
下水道使用料１ｓ0円/rTi(かつらぎ町）

全体計画人ロ 133,400人

1人当り処理場
1人当り管渠

３３１千円/人

１３４千円/人

維持管理費6,360円/年･人
５３×３０÷３×１２

※処理単価はH14流域下水道の平均

耐用年数
躯体･管渠

機械電気設備
('`'，､､囑、 ５０年

２５年 ※実績値(15～35年)の中間値

公共下水道
面整備38,191,000千円

全休計画人口

1人当り面整備

60,000人

６３７千円/人

維持管理費８２０円/年･人
４９百万円÷60000(人）

※全体計画における維持管理費推定値より

浄化槽

平成13年度補助対象合併浄化槽一覧表より､５人槽の設置件数194件の
平均値より､1,156,000円を算出した。

(ｻﾞ'１'mmWm、

躯体建設費:機械設備費:工事費＝４０：２０：４０と設定

維持管理費65,000円/年

し尿処理施設運営費295,671千円/年×40.84%(岩出町負担割)＝120,752千円/年(H16実績）
120,752×10,510(浄化槽汚泥)/29,184(全体)＝43,486千円/年
43,486÷22,246(単独･合併浄化槽人ロ)＝1,950円/年･人

耐用年数
躯体３０年
機器設備類１１年※実績値(7～15年)の中間

２３



岩出町公共下水道事業運営審議会（第２回）資料

9．下水道普及促進策として、下水道貯金の事例を調べてもらいたい。

事例として、①京都府八幡市（別紙９－１）、と②香川県多度津町（別紙９－２）の２

例をご紹介します。

八幡市の例は、洛南浄化センター（木津川左岸流域下水道）の供用開始に先立って整備

を開始した際に、供用開始時の初期流入量確保を考えて実施されたもので、現在はその目

的を達成したため事業が終了しています。

多度津町の例は下水道貯金に水洗化奨励金を組み合わせたケースであり、一定金額以上

の下水道貯金を積立て、供用開始後１年以内に排水設備の接続工事を行えば奨励金が交付

されるというものです。(ｉｍ１ｌＩｍｗｉ、

１０．井戸水を使用している場合の取扱いについて。

井戸水など、上水道以外の水源を生活用水や事業用水に利用し、汚水を下水道へ流入さ

せる場合は、水道メーターを利用しての計量ができません。この場合の下水道料金の対応

については下記の様な方法が考えられます。

井戸ポンプに水道と同じようなメーターを取り付けて計量する。

世帯人数に応じた水量を認定し、その水量に応じた下水道使用料を徴収する。水

量の認定方法は1人当りの使用量を決める場合と、世帯人数によって標準的な使

用量を決めておく場合があります。（１人なら１０ｍ３，２人なら１８ｍ３，３人な

ら２４，３、など）

￣律に世帯あたりの標準水量を決める場合もあります。

①
②

操

③

①は最も正確に計量できる可能性が高い方法ですが、水道メーターと別に新たにメータ

ーを取り付ける必要があり計量業務が増加すること、また複数の井戸があったり配管の改

造があった場合には正確な計量ができなくなることから、例は少ないようです。

②と③は住民登録などから簡便に水量を認定することができますが、住民登録と実住人

数が異なっていたり、旅館など非定住人口がある場合は別途考慮する必要があります。和

歌山市や橋本市、泉南市などは②の方法を採用しています。

ただし井戸水と上水道を併用していたり、業務で多量の水が下水道に入らずに消費され

ている場合などは個別の対応が必要なようです。

2４、



鯵駄少

醗
悶
囲

圏
園
掴

〆

'一

西■■

藪；
５ツ踊評蝉一

囮纐謬…

'十

Ｉ
－″

､Ⅱ Ｙ駁

鮪

士

稻
し
よ
堀
っ八幡市 ２５



－－￣－－－－－－=~￣一一一一一一.･ぞ．.~－－－＝＝ニーーニニニ謡ﾆﾆﾆﾆｰﾆ筥一＝ニーニユニニニニニーーニーニ＝悪ニニニニーニ:＝ニニニーニニニニニと鴬&.と:芝二二:＝窪二コ
.ＯＰＯﾛ

はじめに八幡市では、現在公共下水道の整備をすすめていますが､市内中心部
では、昭和60年度中に下水の処理ができるようになります｡

ごぞんじのとおり、下水道は快適で衛生的な生活環境をつくっていく
うえでどうしても必要な施設ですので、敷地の入口までは、八幡市力江

事費を出してパイプを布設しますが、排水施設については、家屋内部の

水洗化などの工事費を含めて個人の負担となります。

そこで工事費の出費に備えて、市内各金融機関のご協力を得て、市民

の皆さまに毎月一定額をお積み立ていただく「下水道貯金」を創設いた

しました。

趣旨をご理解いただき、今からぜひとも「下水道貯金」をはじめてい

ただきますようおすすめします。

八幡市役所．建設部・下水道課ＴＥＬ983-1111内線340

聯蝿(Z)蟇蕊織辮wil識
下水道貯金の概要
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し
た
。
当
時
の
人
口

約
一
万
六
千
人
で
し
た
が
、
以
後
？
急
激
な
発

展
を
ふ
せ
、
昭
和
五
十
年
で
は
人
口
が
五
万
人

を
超
え
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
に
市
制
を
施

行
し
て
八
幡
市
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
五
十
五
年
の
国
勢
調
査
に
基
づ
け
ば

総
人
口
は
約
六
万
五
千
人
を
数
え
、
そ
の
急
激

な
伸
び
は
顕
著
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
急
激
な
都
市
化
は
、
市
街
地
が

無
秩
序
に
拡
大
し
、
道
路
、
公
園
、
下
水
道
な

ど
の
都
市
施
設
の
整
備
が
十
分
追
随
で
き
な
い

た
め
、
都
市
公
害
の
激
化
な
ど
生
活
環
境
の
悪

、

|ま

□
鰯

鰯
□訂
〃

、

鰊
じ
め
に

□
鍵

鰯
□

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
は
住
民
総
意

の
上
に
立
ち
、
抜
本
的
な
下
水
道
の
整
備
を
計

る
目
的
を
も
っ
て
昭
和
五
十
一
年
度
に
木
津
川

左
岸
流
域
関
連
公
共
下
水
道
の
事
業
に
着
手
し

ま
し
た
。
計
画
区
域
は
、
京
都
府
南
部
近
郊
の

木
津
川
左
岸
の
下
流
に
位
置
し
行
政
区
域
面
積

一
一
、
三
一
一
一
比
で
す
。
こ
の
区
域
の
北
部
と
東

部
は
、
」
級
河
川
木
津
川
に
面
し
、
西
部
は
大

阪
府
枚
方
市
に
、
南
部
は
綴
喜
郡
田
辺
町
に
隣

接
し
て
い
表
す
。
、

本
市
は
、
行
政
区
域
面
積
二
、
一
一
一
一
二
地
の

う
ち
約
一
、
二
○
四
地
の
区
域
の
都
市
計
画
事
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京
都
府
八
幡
市
建
設
部
長
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化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
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八
幡
市
の
下
水
道
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業
決
定
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
新
市
街
地

事
業
と
し
て
住
宅
都
市
整
備
公
団
等
で
整
備
し

た
区
域
二
一
○
比
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
よ
り

事
業
を
開
始
し
す
で
に
完
成
し
て
お
り
、
地
そ
の

処
理
は
大
阪
府
枚
方
市
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

旧
市
街
地
に
お
い
て
は
、
木
津
川
流
域
関
連

と
し
て
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
着
手
し
、
『
主
に

幹
線
工
事
を
進
め
て
お
り
現
在
約
四
・
○
油
の

完
工
を
見
て
い
ま
す
Ｐ

ま
た
、
面
整
備
事
業
は
、
昭
和
五
十
六
年
度

か
ら
着
手
し
、
昭
和
五
十
八
年
度
末
に
お
い
て

は
約
七
○
比
の
整
備
が
完
成
す
る
見
込
承
で
あ

り
戸
供
用
開
始
予
定
時
に
は
、
．
事
業
認
可
区
域

四
六
三
地
の
う
ち
約
一
七
○
地
に
お
い
て
整
備

の
完
成
を
目
指
し
、
昭
和
六
十
年
度
末
一
部
供

用
開
始
に
向
け
、
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
本
市
の
下
水
の
排
除
方
式
は
全
区
域
に
わ

た
り
分
流
式
で
す
心
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水
洗
化
は
、
供
用
開
始
前
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

ば
、
環
境
保
全
の
面
か
ら
で
も
、
文
化
的
な
生

・
活
に
お
い
て
も
、
住
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
ま

す
。
『
た
し
か
に
そ
の
通
り
で
す
。
こ
れ
が
水
洗

化
に
お
け
る
ア
ピ
ー
ル
文
面
で
も
あ
る
か
ら
で

す
。し
か
し
、
現
実
は
厳
し
く
、
多
額
の
公
共
投

H噸iHlW

三
℃
大

□
鰯

灘
□水
謁
洗
化
対

蝋
~J１
蕊

墨策雪

資
に
対
し
、
水
洗
化
率
と
し
て
は
ね
返
っ
て
き

ま
す
。
水
洗
化
率
が
上
昇
し
な
い
と
維
持
管
理

，
賛
を
料
金
収
入
で
ま
か
な
え
な
く
な
り
、
収
益

的
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
マ
イ
ナ
ス
面
ば

か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
結
果
と
な
り

ま
す
。

供
用
開
始
後
に
起
こ
り
得
る
問
題
を
少
し
で

も
解
決
で
き
る
よ
う
事
前
に
指
導
を
行
い
、
水

・
洗
化
率
を
高
め
た
い
と
意
気
盛
ん
に
下
水
道
課

一
同
が
燃
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
内
容
で
す
が
、
昭
和
五
十
一
年

度
よ
り
建
築
確
認
申
請
時
に
お
い
て
将
来
計
画
・

を
考
慮
し
、
公
共
汚
水
桝
の
設
置
場
所
の
確
保

Ｉ

闘
棚
上
十
八
・

北
山
＊
廷
姦
鉱
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及
び
排
水
設
備
に
お
け
る
配
管
、
桝
の
設
置
場

所
の
確
保
が
出
来
渦
よ
う
排
水
計
画
図
の
添
付

及
び
確
約
醤
を
徴
し
て
い
ま
す
。
．

ま
た
、
・
建
築
場
所
が
、
昭
和
六
十
年
度
供
用
、
）

開
始
区
域
の
新
築
家
屋
等
に
あ
た
っ
て
は
、
排
ｎ
ｏ

水
設
備
工
事
を
分
流
式
で
施
工
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
供
用
開
始
を
間
近
に
』

ひ
か
え
、
二
重
投
資
を
な
く
し
、
、
一
部
の
排
水

設
備
の
改
造
で
水
洗
化
が
で
き
（
設
備
投
資
額

の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
開
発
行
為
に
伴
う
宅
地
造
成
に
お
い
・

て
は
、
事
業
主
の
協
力
を
得
て
、
事
前
に
雨

水
・
汚
水
管
の
布
設
及
び
宅
地
へ
の
取
付
管
〈
一

接
続
桝
（
公
共
汚
水
桝
）
の
設
置
工
事
を
義
務
》

づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
排
水
設
備
申
請

を
市
に
提
出
し
て
八
幡
市
公
認
業
者
に
よ
っ
て

分
流
式
で
排
水
設
備
工
事
を
施
行
し
て
い
ま

す
。
・

こ
れ
は
く
宅
地
の
分
筆
数
が
多
く
、
集
中
浄

化
槽
を
設
置
す
る
場
合
が
多
く
、
処
理
施
設
の
・

撤
去
後
す
ぐ
に
公
共
下
水
道
と
の
接
続
が
可
能

に
な
る
か
ら
で
す
。
、

供
用
開
始
後
に
お
け
る
設
備
投
資
額
の
軽
減

は
も
と
よ
り
、
排
水
設
備
に
お
い
て
も
住
ま
わ
一

れ
る
方
交
の
維
持
管
理
に
お
い
て
も
容
易
で
あ
・

る
よ
う
、
・
汚
水
桝
の
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

先
に
述
べ
ま
し
た
指
導
に
よ
り
へ
恥
当
初
は
住

民
や
、
各
関
係
業
者
か
ら
の
批
判
を
受
け
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
、
事
務
的
に
確
認
業
務
の
停

滞
が
あ
り
、
ま
た
不
慣
れ
で
あ
っ
た
た
め
で
も
弘
鯛

あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
本
指
導
の
趣
旨
を
八
分

理解していただき、将来性においての椙瀧
談
を
受
け
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
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凰
豚
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，
脚
凶
包
公
旦
旧
凹
Ⅱ
捌
冗
閏
滅
却
川
風
好
鴎
再
泊
噂
脈
胞
、
智
弘
朏
腸
腓
凪
唖
能
階
正
瞬
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・
・
面
整
備
事
業
を
今
後
進
め
る
に
あ
た
り
、
住

民
の
協
力
と
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

在
、
予
想
以
上
の
効
果
を
生
ん
で
お
り
ま
す
。

調
和
性
を
生
か
し
た
発
想
の
転
換
〃
水
洗

化
を
高
め
る
に
お
い
て
は
、
蔦
他
市
に
お
か
れ
ま

し
て
も
苦
慮
さ
れ
て
い
る
の
が
日
常
で
あ
る
と

．
考
え
ま
す
。
：

現
在
の
水
洗
便
所
改
造
及
び
排
水
設
備
工
事
・

賛
で
は
三
十
万
円
程
度
が
必
要
で
あ
り
、
一
括

の
支
払
い
で
は
負
担
が
大
き
い
と
い
う
批
判
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
貸
付
金
制
度
等
が
実
施

さ
れ
、
負
担
額
の
軽
減
策
と
し
て
制
度
化
さ
れ

て
一
般
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
当

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
制
度
化
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
．
…
・
…

ま
た
、
水
洗
化
促
進
の
切
り
札
と
し
て
、
下

現
在
、
八
鱈
市
で
は
昭
和
六
十
年
度
供
用
開
．

，
始
に
向
け
、
昭
和
五
十
六
年
．
か
ら
面
整
備
事
業

．
》
に
着
手
し
て
い
ま
す
ロ
こ
の
中
に
は
、
事
務
的

・
．
な
公
共
汚
水
桝
設
置
確
認
書
回
収
事
務
が
あ

、
り
、
公
共
下
水
道
と
宅
地
の
排
水
設
備
設
置
の

接
点
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
務
の
中
に
お
い
て
も
、
事
前
の
建
築

確
認
申
請
時
に
指
導
を
行
っ
た
家
屋
が
多
数
あ

り
、
回
収
業
務
も
円
滑
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

；
こ
の
こ
と
は
八
下
水
道
に
対
す
る
認
識
を
各
住

民
意
識
の
中
に
浸
透
し
た
結
果
だ
と
考
え
ま

す
。

墨寶琶
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弓

水
道
法
第
十
条
（
排
水
設
備
の
設
置
等
）
を
各

市
の
上
乗
せ
条
例
に
お
い
て
排
水
設
備
工
事
の

．
施
工
時
期
を
早
め
、
公
共
下
水
道
と
の
接
続
を

円
滑
に
行
う
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

●
、
●
●
０
－

．
し
か
し
、
行
政
と
住
民
と
の
立
場
に
お
い
て

相
異
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
行
政
側

・
と
し
て
、
・
貸
付
金
制
度
等
を
実
施
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
利
子
補
給
を
行
う
た
め
金
融
機
関
に

・
多
額
な
財
源
を
無
利
子
預
金
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
財
源
を
確
保
す
る
に
も
財
政
難

●
●
一

の
お
り
、
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
ぶ

な
ぜ
上
乗
せ
条
例
を
制
定
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
申
す
ま
で
も
な
く
公
共
下
水
道
事
業
に
多

噸川燗愉舳錨川肱川賦鮴馴聯脈魎槻瓶椚
鐡
の
確
保
を
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ま
す
ｐ

し
か
し
、
住
民
側
に
お
い
て
は
、
貸
付
金
制

度
等
に
つ
い
て
は
、
あ
り
が
た
い
が
、
事
務
手

続
が
複
雑
化
し
、
貸
付
け
を
受
け
る
の
に
不
便

で
あ
る
と
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

法
・
条
例
と
一
一
一
一
戸
う
一
一
言
葉
は
殉
行
政
に
携
わ
る
人

間
に
と
っ
て
は
、
耳
慣
れ
た
言
葉
で
あ
る
よ
う

で
す
が
、
住
民
側
に
お
い
て
は
、
強
制
命
令
調

に
聞
こ
え
る
だ
け
で
、
負
担
の
軽
減
策
に
は
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
劣
勢
と
か
守
勢
に
回
る
こ
と
を
嫌

う
燈
も
人
間
ら
し
い
表
わ
れ
で
も
あ
り
、
自
然

な
考
え
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
多
様
化

し
て
い
く
行
政
の
中
で
、
発
想
の
転
換
を
し
な

け
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
問
題
の
解
決
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
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下水道貯金の活用
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面積 24k,２

人口 24,011人

下水道普及率 48.8％

水洗化率 73.2％

('`wmw1m、 H16年度末現在

１はじめに

(1)町の概要

多度津町は、香川県の中西部に位置し、北は風光明媚な瀬戸内海国立公園、南は讃

岐平野が広がっている。陸地部は東西約７km、南北約４kｍで地勢は概ね平坦であり、

約７km海上は高見島、さらに5km北に佐柳島の有人島２つが位置し、それ以外に４島

の無人島があり、総面積24.34km2、平成１７年３月末人ロは24,011人である。

平成１２年には町制施行１１０周年を迎え、「環境のまち」宣言を行い、平成１４年には

lSOO14001を認証取得するなど、２１世紀の新しい社会づくり「循環型社会の構築」

を主要課題と捉え、「人・環境。まちづくり」を基本とした施策を推進している。

２
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(``iimlWI,、 (2)下水道事業の概要

多度津町の下水道は中讃流域下水道（金倉川処理区）の関連公共下水道として昭和

60年１月に事業認可を受け事業着手し､平成３年５月一部地域を供用開始した｡現在、

認可区域を拡大し、処理区域全体計画795.2ha、認可区域645.5ｈａのうち、平成１７

年３月末の状況は処理面積516.7ha､処理区域人口１１，７１３人で下水道普及率48.8％、

水洗化率７３．２％である。また、雨水整備としては、平成１２年度で堀江雨水第１ポン

プ場（第１期工事）が完成し、平成１７年度で第２期工事に着手しているｄ平成１２年

度からは、近年、下水道の役割として新たに求められている水環境の維持、回復、リ

サイクル社会の構築を目指し、中讃流域下水道金倉川浄化センターの曰量10,000ｔの

処理水を高度処理施設に送水し、オゾン処理や活性炭処理などを行い、農業用水に曰

鬘2,000t、河川維持用水に曰量5,500t、公園施設などに利用する親水用水に曰量

2,455t、水辺を復活させるせせらぎ用水に曰量４５ｔを供給する「多度津町再生水利用

」
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計画事業」に着手、平成１６年５月供用開始した。

身近な生活環境の改善や公共用水域の水質保全といった基本的な役割に加え、循環

型社会の構築を目指すための施策も展開している。

全接続の阻害要因

下水道施設が整備されても、その施設が有効に利用されなければ下水道本来の機能

が発揮されない。下水道会計の健全化を目指すためにも、水洗化の促進は重要な課題

である。

水洗化の阻害要因はさまざまであるが、その１つとして一時的な工事費の負担が考

えられる。そのため、資金的な不安の解消と水洗化に対する認識を深めてもらうこと

が必要であると考え、水洗化の促進方策として、年次整備計画を作成し、供用開始予

定３年前より住民に供用開始後の接続義務、水洗化促進制度、排水設備工事費の負担

などについて説明会を開催している。

'…:111

水洗化促進制度として

①奨励金制度

②助成金制度

③融資あっせん制度と利子補給

④私道への下水道管敷設制度を設けている。

啓発活動

町の各種イベントの際、「下水道コーナー」を設け、随時啓発を行っている。

'劇mimiml’'１Ｓ制度の概要

当該制度の中心的な役割を果たしている奨励金制度の概要は、次のとおりである。

排水設備工事の資金としてあらかじめ積立貯金（下水道貯金）をし、資金の準備を

する。供用開始後、１年以内に排水設備工事を施工すると奨励金が交付される。

下水道貯金の要件は

積立金毎月定額積立

積立目標額３０万円以上

積立期間供用開始の公示される３年前から２年以上３年以内となっている。

奨励金の額は、35,000円（最高）である。便槽が２つある場合、下水道貯金を２口

加入し、改造工事を施工すれば奨励金も２口交付される。

3４
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４効果

平成１６年度末における水洗化世帯2,278世帯のうち､下水道貯金に加入し奨励金の

交付を受けている世帯は、1,565世帯約６８％である。供用開始後１年以内に水洗化し

た世帯では､奨励金制度を利用している世帯が83％であり、水洗化の促進に大きな効

果を上げている。

■供用開始世帯状況

（平成17年３月末）
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下水道貯金に加入し、毎月積立貯金をしてもらうことが、水洗化への意識の高揚に

つながるものと考えている。そこで、今後は下水道貯金加入世帯の増加方策の検討と

実情に応じた貯金額の相談に応じる窓ロを設けるなどの対応が課題だと考えている。
,､

行政区域面積行政区域人ロ処理区域面積処理区域人ロ下水道普及率水洗化人ロ水洗化率
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供用開始世帯(A） 3,111世帯

水洗化世帯(B） 2,278世帯

(A)のうち
■■■

=水道貯金加入世帯 1,959世帯

(B)のうち1年以内に水洗化した世帯

奨励金交付世帯

その他

1,882世帯

1,565世帯

317世帯

行政区域面積 行政区域人口 処理区域面積 処理区域人口 下水道普及率 水洗化人口 水洗化率

24k，２ 24,011人 517hａ 11,713人 48.8％ 8,579人 73.2％


